






























だと私は思います。過去を 在 呼び込む の想像力と表現に関心があるならば 双方ともぜひ読んでほしい小説です。
過去の体感日本でも有数のコリアンタウンがある東京の新大久保で
は二〇〇〇年代に入るとレイシスト団体によるヘイトデモが日常的に繰り広げられるようになり した。在日するコリアンを「ぶち殺せ」 「たたき出せ」と う醜悪なシュプレヒコールがあがるなか 掲げられる「不逞朝鮮人」のプラカード。大久保で生まれ育った加藤直樹氏は このヘイトデモに衝撃を受けつつ、関東大震災時 東京各地で繰り
広げられた朝鮮人虐殺の残響を感じとったのだそうです。そこで九〇年ほど前に起きた虐殺の現場を歴史資料にそくしてたどり、当時の人々が経験した現実を現在において感じとろうとします。その記録をブログにアップしていたところ、思いのほか反響を呼んだので書物化したのが 九月、東京の路上で
 １９２３年関東大震災ジェノサイドの残響』
です。たどられる資料は既知のも ですが、 著者が「現場」であらためてその資料をたどりなおすとき、事件がまざまざと立ち現われ、文字通り「体感」すること なります。著者の稀有な想像力と感受性、何よ それを言葉 する繊細な筆力が生み出した 現在の日本のリアリティを凄まじく逆照射するルポルタージュの傑作です。なお、ヘイトデモの実際については、中村一成『ルポ
 京都朝鮮学校襲撃
事件――〈ヘイトクライム〉に抗して』
（岩波書店、二〇一四
年）
で知ることができます。この書物も加藤氏の書物に勝
るとも劣らないヘイトクライム批判の傑作です。
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